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ときどき、ＮＰの間隔について質問を受けます。多くは以下のような質問です。 

「これからＮＰを開催したいのだが～の都合で毎週火曜日にはならず、一日だけ木曜日に

なってしまいます。そうすると、中６日以上空く日ができてしまうのですが、それでもいい

ですか？」 

皆さんはどう思われますか？ 

研修でＮＰの規定を学んだ時、一週間に一回と聞いているかと思います。ではなぜ少なく

とも一週間に一回は行うのでしょうか？ 

理由はふたつあります。ひとつはグループの発達を促すには最低でも週に一回はお会いし

た方が好ましいからです。二つ目は「～の都合」は、ほとんど主催者やファシリテーターの

都合です（少なくとも企画の段階で質問される場合は）。ＮＰは参加者中心型のプログラム

です。参加者にとって毎回のＮＰが同じ曜日の場合と、違う曜日が混ざり、なおかつ間隔が

あいてしまう週がある場合と、どちらが好ましいでしょうか？ 

おそらく研修で、プログラム計画を立てる際に、皆さんも共同のファシリテーターと「何

曜日なら集まりやすいかしら？」、「何曜日頃に育児の疲れがでるかしら？」などと参加者の

気持ちを推測されたのではないかと思います。 

こうした質問がでる理由はふたつあって、主催者やファシリテーターの都合を優先したく

なった場合、もしくは資料集の記述が「一週間に一回」となっているので、おおまかにとら

える方がいらっしゃることも原因かと思います。それで一度明確化しておく必要があるかと

思いお知らせいたします。 

一週間に一回というのは基本的に同じ曜日に行うということであり、もし計画段階から同

じ曜日に設定できないならば、できるだけ他の曜日を選択しましょう。ただし、企画の段階

ではそうしたのに、台風や大雪に見舞われ、急きょ別の曜日を確保したというような場合や、

どうしても会場の都合や祭日などのためにずれてしまう場合は、１回限り、前後に一日ずれ

る程度にし、参加者にはしっかりと告知しましょう。なお、認定審査を受ける場合には、な

るべく規定通りにできたものを提出してください。理由はスタンダードなＮＰの方が、グル

ープの発達がうまくいきやすいからです。 

以上のことをご確認いただき、参加者中心型のＮＰを心がけていきましょう。 


